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Ⅰ 調査の概要  

 

 １ 調査目的 

本県独自の学力調査を実施することにより、児童生徒の学力の定着状 

況を把握・分析し、各学校における児童生徒への教育指導の充実や改善等

に役立てるとともに、県及び市町の教育施策の成果と課題を検証して学力

向上対策の一層の充実を図る。 

 

２ 調査実施期間・調査内容 

○令和４年４月１９日(火)、２０日（水） 

・小学校調査（国語・算数：第５学年：４０分） 

・中学校調査（国語・数学：第２学年：４５分） 

（  英語  ：第３学年：４５分） 

 

３ 調査実施校数及び児童・生徒数 

（１）調査実施校数 ４７６校 

 

  （２）調査実施児童・生徒数 

      小学校第５学年 １０，９１７人 

      中学校第２学年 １０，３８１人 

      中学校第３学年 １０，１１１人 

 

令和４年度 長崎県学力調査結果の概要 

＜速 報 版＞ 
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Ⅱ 結果の概要  

１ 出題の考え方 

○ 学習指導要領が目指す学力像を示し、授業で身に付けさせたい資質・ 

能力に視点をあてたもの。 

○ 学習指導要領が求める基礎的・基本的な知識及び技能、思考力・判断 

力・表現力等を問うもの。 

○ 学習指導要領の内容の定着状況を把握するとともに、過年度の課題を 

検証する。 

○ 各教科の平均正答率の目標値（以下「目標値」とする）を６０％とす 

る。 

２ 県全体の平均正答率（％） 

 

 小学校 中学校 

第５学年 第２学年 第３学年 

国 語 算 数 国 語 数 学 英 語 

令和４年度 ６４．６ ６０．９ ５４．３ ５５．８ ５４．５ 

令和３年度 ６０．０ ６４．９ ６１．６ ４９．２ ５６．６ 

平成３１年度 ５８．１ ６０．６ ６７．５ ５７．６  

自  校      

○ 小学校においては、国語と算数はともに目標値を上回った。 

○ 中学校においては、国語、数学及び英語のいずれも目標値に至らな 

かった。 
 
※ 参考 県立中学校（３校） 

 国 語 数 学 英 語   

令和４年度 ７８．２ ８６．１ ７４．９   
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３ 各教科における課題 

（太字は令和３年度に設定した重点課題） 

 

 
課  題 問題番号 

平均正答率 

県 自校 

小 

学 

校 

国語 

条件に合わせて書く ３一（１） 30.4  

文の構成を理解する 
３二（１） 

（２） 
51.0 
50.0 

 

算数 

式に表したり式に表さ
れている関係を考察し
たりする 

３(３)① 22.9  

目的に応じてデータを
収集、分類整理し、結
果を適切に表現する 

４(３)① 29.5  

中 

学 

校 

国語 

複数の情報を整理し、
条件に合わせて書く 

３四 64.2  

文章の内容を捉えて説
明する 

２四 5.1  

数学 

データの傾向を読み取
り、批判的に考察し判
断する 

９(２) 25.9  

問題解決の方法を数学
的に説明する 

６(２) 35.3  

英語 

適切な表現をする ９(１) 19.1  

自分の考えを書く 
10① 
 ② 
 ③ 

28.6 
 9.6 
28.0 
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４ 授業改善に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県 30.4 

市町  

自校  

＜自身の授業改善のポイント＞ 

 

３一（１） 条件に合わせて書く 重点課題 

・目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することができるか 

どうかをみる問題です。 

小学校国語 

各教科の＜改善のポイント＞内の、【係り受け解析】【推論】【イメージ同定】【具体例同定】は、
読解力育成の視点との関連を示しています。（P１４参照） 

☆正答率（%） 

＜改善のポイント＞ 

本県の重点課題である「条件に合わせて書く」に関わる問題です。正答率が30.4%、

無答率が 13.1%という結果で、継続課題と捉えています。 

要約するとは、文章全体の内容を正確に把握した上で、元の文章をそのまま生かし

たり、自分の言葉を用いたりして、文章の内容を短くまとめることです。 

文章を要約するためには、目的に応じて文章全体から必要な部分を選び、内容を端

的に説明することが大切です。本問における目的は、「疑問に思ったことについて調

べるため」です。同じ文章を読んでも、目的によって中心となる語や文が異なる場合

もあることを児童に理解させることが大切です。   【読解力育成の視点：推論】 
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 ３二(１) ３二(２) 

県 51.0 50.0 

市町   

自校   

＜自身の授業改善のポイント＞ 

３二(１)（２） 文の構成を理解する 重点課題 

・文の中における主語と述語との関係や修飾と被修飾との関係を捉えるこ

とができるかどうかをみる問題です。 

☆正答率（%） 

＜改善のポイント＞ 

本問の正答率は、被修飾語：51.0%、主語：50.0%でした。一方、令和３年度の

同趣旨問題における正答率は、主語：46.0%、述語：48.4%でした。改善傾向にあ

りますが、依然として約半数の児童が理解できていない状況です。 

主語と述語との関係や、修飾と被修飾との関係に気を付けて文を整えることは、

自分の考えを正確に伝える上で重要であると、児童に気付かせることが大切です。

その際は、単純な反復練習に留まらず、「書くこと」の学習における「推敲」の場面

との関連を図ることで、指導の効果を高めることができます。 

主語と述語の指導の際には、読み手に分かるように主語を適切に示したり、主語と

述語のねじれがないかを確認したりすることができるようにします。また、修飾と被

修飾の指導の際には、修飾語は直前や直後の語句を詳しくすると児童が捉えがちなた

め、離れた語句を修飾する場合があることを理解させることも必要です。                 

【読解力育成の視点：係り受け解析】 
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小学校算数 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県 22.9 

市町  

自校  

＜改善のポイント＞ 

今年度の大問３（３）①の正答率は 22.9%でした。一方、点線囲みで示した、同

趣旨問題である令和３年度の大問１（２）の正答率は、イが 72.8%、ウが 78.3％

でした。 

令和３年度は短答式の問題でしたが、今年度は選択式とし、児童が迷いやすい選択

肢を設定したことが、正答率が低くなった要因の一つと考えられます。具体的には、

もとにする大きさを表す「１」（1倍）にあたる選択肢イに加えて、重さ「１㎏」に

あたる選択肢アを設けたため、それらを混同したことが予想されます。 

本問で扱った「小数を用いた倍」の内容は、学習指導要領の改訂に伴い改めて強調

されました。指導にあたっては、基準量と比較量の関係を、図を用いて捉える場面を

繰り返し設定しながら、「基準量を１としたときに比較量がいくつにあたるか」とい

う「倍」の意味や、式を用いての「倍」の求め方を理解できるようにすることが大切

です。                  【読解力育成の視点：イメージ同定】 

＜自身の授業改善のポイント＞ 

３（３）①式に表したり式に表されている関係を考察したりする重点課題 

・数量の関係を、図を用いて表現することができるかどうかをみる問題です。 

☆正答率（%） 

令和３年度県学力調査 同趣旨の問題  

（倍） 

大問 1  

（72.8%） （78.3%） （22.9%） 
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県 29.5 

市町  

自校  

４（３）① 目的に応じてデータを収集、分類整理し、結果を適切に表現する      

・アンケートで得られた結果を、二次元の表に分類整理することができる

かどうかを見る問題です。 

☆正答率（%） ＜自身の授業改善のポイント＞ 

＜改善のポイント＞ 

  大問３では、保健委員会の児童が、「けがを防止する」という目的をもって、統計

的な問題解決を行う場面を設定しました。本問（３）①の正答率は 29.5％であり、

無答率は今回の調査で最も高い 15.6％でした。 

  「データの活用」領域の学習では、「図書室でもっと本を借りてもらうにはどうし

たらいいか」など、児童が自らデータを収集し、表やグラフを用いて整理し、解決策

や効果的な改善策を考えることが大切です。 

その際、主に低学年では、身近な題材（例えば、学級のみんなの好きな果物）に注

目し、データを整理し特徴を捉える学習を行う、中学年では、問題解決のためにどの

ようなデータが必要なのか、また、どのように集めるのかについても徐々に扱ってい

く、高学年では、「自分たちで問題を設定して調査計画を立てる」「データを収集して

表やグラフなどに整理する」「データの特徴や傾向から結論をまとめる」というプロ

セスを扱うなど、系統的に学習を発展させていく必要があります。 

 また、他教科の学習や生活の中でも統計的な問題解決は用いることができるため、 

様々な場面において生かそうとする態度を育てることも大切です。                

【読解力育成の視点：イメージ同定、推論】 
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【 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県 64.2 

市町  

自校  

＜改善のポイント＞ 

  令和３年度の全国学力・学習状況調査と同じ出題形式の問題です。令和３年度県

学力調査の同趣旨問題と比較すると、正答率は２3.８ポイント上昇しました。一方

で、全く解答できなかった生徒の割合（無答率）は 11.8％と、昨年度に比べて 5.6

ポイント増加しており、二極化の傾向が見られるため、継続課題と捉えています。 

資料を基に自分の考えを記述するためには、生徒の実態に応じて、具体的な書き

方のモデルを示したり、書き出しの語句やキーワードを指定したりすることが有効

です。そして、「書くこと」に関する資質・能力が確実に育成できるよう、実際に文

章を書く時間を授業の中で確保することが大切です。 【読解力育成の視点：推論】 

                        

＜自身の授業改善のポイント＞ 

３四 複数の情報を整理し、条件に合わせて書く 重点課題 

・伝えたい事柄を踏まえて、自分の体験や知識などの適切な具体例を挙

げ、自分の考えを書くことができるかどうかをみる問題です。 

中学校国語 

☆正答率（%） 

Ａ Ｃ 

Ｂ Ｄ 
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県 5.1 

市町  

自校  

＜改善のポイント＞ 

  登場人物の心情を読み取り、内容を捉えて書く問題です。今回の調査では正答率が

５.１％と最も低く、無答率も 30.５％と高い結果になりました。記述式で説明をす

る必要があったことや、姉に乗り移ってきた「悲しさ」は、「碧郎」の気持ちである

ことを捉えられなかったこと、さらにその後に続く姉と「碧郎」の会話に注目できな

かったことなどが理由として考えられます。 

  文学的な文章を読むためには、ただ単に、個々の場面や描写から分かることを把握

するだけではなく、複数の場面を相互に結び付けて、内容の理解に役立てることが大

切です。 

授業では、単元の目標を実現するために適した言語活動を位置付けた上で、登場人

物の性格や言動の特徴、他の登場人物との関係について、文章全体を踏まえて捉えら

れるように指導することが重要です。         【読解力育成の視点：推論】 

＜自身の授業改善のポイント＞ 
☆正答率（%） 

２四 文章の内容を捉えて説明する 

・場面の展開や登場人物の描写に注意して読み、内容を捉えることができ

るかどうかをみる問題です。 
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＜改善のポイント＞ 

  令和３年度の全国学力・学習状況調査における資料の活用領域の問題と同趣旨の

問題です。令和３年度の平均正答率 11.8％よりも高い結果となりましたが、本問題

の無答率は 29.2％であり、本県の生徒の 3 人に 1 人は、何を答えればよいのか分

からない状況であり、継続課題と捉えています。 

指導に当たっては、データに基づいて問題を解決する過程において、相対度数など

の用語や代表値の意味を丁寧に確認した上で、データの分布の様子を読み取る場面を

設定しましょう。その際、どの代表値が根拠としてふさわしいか、分布の形に注目し

ているか、分析した結果から得た結論が妥当かなどについて検討させ、批判的に考察

し判断できるようにすることが大切です。【読解力育成の視点：具体例同定、推論】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県 25.9 

市町  

自校  

＜自身の授業改善のポイント＞ 

中学校数学 

☆正答率（%） 

 

 

 

 

９（２）データの傾向を読み取り、批判的に考察し判断する 重点課題 

・資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する

ことができるかどうかをみる問題です。 
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県 35.3 

市町  

自校  

＜改善のポイント＞ 

  ６（２）の問題は、先に示されたｎ段目の４列目の数に着目した求め方（一郎さん

の考え）を振り返り、着目する数を変えた場合について説明する状況を設けました。

正答率は 35.3％に留まり、無答率は 28.0％と高い結果になりました。 

  この問題のように、数に関する事象を考察する場面では、まず問題文と図を丁寧に

対応させながら問題の条件を整理させた上で、成り立ちそうな事柄を予想し、予想を

確かめ、事柄が成り立つ理由について筋道を立てて考え説明できるようにすること

が必要です。さらに、問題が解決したら終わりではなく、問題の条件を変えて考察し

それを振り返ることで共通の性質を見いだすなど、統合的・発展的に考察させること

も大切です。            【読解力育成の視点：イメージ同定、推論】 

６（２）問題解決の方法を数学的に説明する 

・事象の特徴を的確に捉え、事柄が成り立つ理由を筋道を立てて説明する

ことができるかどうかをみる問題です。 

＜自身の授業改善のポイント＞ 

☆正答率（%） 
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県 19.1 

市町  

自校  

中学校英語 

９（１） 適切な表現をする 重点課題  

・与えられた会話のやり取りの内容から推測し、自分の発言として適切な

英文を書くことができるかどうかをみる問題です。 

＜自身の授業改善のポイント＞ 
☆正答率（%） 

＜改善のポイント＞ 

本問は、空欄前後の「毎日サッカーを熱心に練習している。」「将来サッカー選手になるた

めである。」という文脈から、空欄には、サッカーの練習に励む目的・理由を尋ねる表現が適

切であると判断し、英文を書く問題です。 

文法事項としては、副詞的扱いとなる「To 不定詞～.」の返答から「Why～？」の疑問文

を導き出す問題です。to 不定詞は３つの用法があることから、苦手意識を抱える生徒が少な

くありません。しかし、小学校外国語科において、「I want to go to ～.」や「I want to be 

～.」という文を使用する場面が出てきたことから、生徒は名詞としての用法には慣れ、活用

頻度が高い表現の一つとなっているでしょう。to 不定詞の他の用法についても同様に、コミ

ュニケーションの中で幅広い表現に繰り返し触れ、別の場面や異なる表現の中で活用できる

よう指導する必要があります。 

なお、ここでは、生徒のつまずきが to 不定詞にあることを想定して改善のポイントを記載

しましたが、他にも疑問詞で始まる疑問文や文脈から推測することにつまずきがある場合が

考えられます。誤答を丁寧に分析し、課題に応じて、従来のパターンプラクティスや練習問

題に取り組ませることも大切です。 

【読解力育成の視点：推論】 
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 県の正答率 

H31全学 1.2 

 ①語彙 ②文法 ③構成 

R３ 県学 40.6 22.9 44.7 

R４ 県学 28.6 9.6 28.0 

 ①語彙の適切性 ②文法の正確性 ③構成 

県 28.6 9.6 28.0 

市町    

自校    

＜自身の授業改善のポイント＞ 

１０ 自分の考えを書く 重点課題 

・与えられたテーマについて考えを整理し、文と文のつながりなどに注意 

してまとまりのある文章を書くことができるかどうかをみる問題です。 

☆正答率（%） 

＜改善のポイント＞ 

本問は、令和元年度の全国学力・学習状況調査で県の正答率が 1.2%と極めて低か

ったものと同趣旨の問題で、外国人観光客にとって分かりやすい長崎県 PRポスター

として、どちらのデザインがよいか、自分の考えを理由とともに指定語数以上で書く

問題です。 

令和３年度の「自分の考えを書く」に関する問題では、留学先として行きたい国に

ついて、「I」を主語にして書き始めることが可能なため、正答率に伸びが見られまし

た。一方、本問は、無生物主語を用いて書く必要があり、描写や説明などの言語活動

に慣れ親しんでいない場合は、対応が難しい問題です。 

  そこで、授業では、生徒の興味に応じてテーマを設定したり、口頭で伝え合った後

に書かせたりすることにより、「書くこと」に慣れ親しませることに加え、「I」や「You」

だけでなく、３人称（He，She，It，There，無生物主語など）を用いて表現する場

面を意図的に仕組み、客観的に事実を伝える力を養いましょう。 

  また、３つの視点のうち、特に正答率の低かった文法の正確性を向上させるために

は、 
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「長崎県読解力育成プラン」６ページ 

 

  

 

 

 

６つの問題分野（６分野７項目）を日頃の授業づくりの視点に意識して加え、読解力

の育成を図ることが大切です。 
 

係り受け解析 
・教師が意図的に主語や述語、目的語などを問う。  

→ P８（小国） 

照 応 解 決 

・「それ」「これ」などの、指示代名詞が示す言葉や内容について、 

線を引くなどして読み取らせ、全体で確認する。 

→ P８（小国）、P９（中社） 
 

・省略された主語や目的語を補うように指示する。 

同 義 文 判 定 

・複数の意見や考え方が同じかどうか、グループで話し合わせる。 

  → P８（小理）、P１０（中理） 
 

・自分の意見や考え方がモデルと同じかどうか考えさせる。 

推 論 

・既習事項等を根拠として新しい知識を獲得させたり、考察させたり

する。 → P８（小理）、P１０（中理） 
 

・文章中に書かれている内容等について、根拠を明確にして自分の 

考えを述べさせる。  

イメージ同定 

・文章から読み取ったことを絵や図、表などを用いて整理させる。 

 → P７（小算）、P９（中社） 
 

・図や表、グラフから読み取ったことを、言葉や文章で表す活動に 

取り組ませる。 → P９（中数） 

具 体 例 同 定 

・言葉の定義や意味を正しくおさえた上で、考えたり話し合ったり 

する活動に取り組ませる。 → P９（中数）、P１０（中理） 
 

・様々な事例や自分の書いた文章が、定義に合っているか確認させる。 

次ページから、６つの問題分野（６分野７項目）を視点に加えた授業実践事例を紹介し 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

３ ６つの問題分野（特に、「係り受け解析」「照応解決」「イメージ同定」「具体例同 

定」）を日頃の授業づくりの視点に加える。 

特別な取組を始めるのではなくて、普段の授業で使っている言葉 

を見直したり、これまでの手立てに読解力育成の視点を加えたり 

していけばいいんですね。 

ですね。 
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５　各教科の設問別正答率
＜小学校国語＞

大問 小問 設問の概要 出題の趣旨

一
【話し合いの様子】における――部
アの中本さんの発言のよいところと
して適切なものを選択する

相手に伝わるように、理由や事例などを挙げ
ながら話す

二

【話し合いの様子】における西原さ
んの発言　A　 の――部「いいの
かな」を話し合いの場にふさわしい
言葉遣いに直す

相手や目的を意識して、丁寧な言葉を使う

三
【話し合いの様子】における――部
イの司会の発言の役割として適切な
ものを選択する

司会の役割について捉える

四
【話し合いの様子】における佐野さ
んの聞き方の説明として適切なもの
を選択する

話し手が伝えたいことの中心を捉え、自分の
考えをもつ

五 「外野」をローマ字で書く ローマ字で正しく書く

一
【文章の下書き】の　A　に、【田
中さんの手紙】から分かったことを
書く

考えを支える事例を書く

二
【文章の下書き】の構成についての
説明として適切なものを選択する

書く内容の中心を明確にし、文章の構成を考
える

三
（１）

ア

漢字を書く
ア　すすんで

三
（１）

ウ

漢字を書く
ウ　とうげこう

三
（２）

イ

漢字を読む
イ　結果

三
（２）

エ

漢字を読む
エ　見守って

三
（３）

【文章の下書き】の　Ｂ　の文を、
       部と――部とのつながりに気
を付けて書き直す

文の中における主語と述語との関係などに注
意して、文を正しく書く

一
（１）

【小森さんのノート】の　ア　に、
疑問に思ったことの①に対する答え
になるように考えて書く

目的を意識して、中心となる語や文を見付け
て要約する

一
（２）

【小森さんのノート】の　イ　に入
る、疑問に思ったことの②に対する
答えとして適切なものを選択する

段落相互の関係に着目しながら、結論とその
理由との関係について、叙述を基に捉える

二
（１）

【本の一部】の中の――部ウで、
部「大きく」がくわしくしている言
葉として適切なものを選択する

文の中における修飾と被修飾との関係を捉え
る

二
（２）

【本の一部】の中の――部エで、
部「まきつきます」の主語として適
切なものを選択する

文の中における主語と述語との関係を捉える

３

正答率・誤答率・無答率(%)

１

２

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の
中で正しく書く、読む

1.0

2.9

70.7 28.3 

72.5 26.2 

71.2 27.7 

69.7 29.2 

69.4 26.1 

38.3 53.2 8.5 

51.3 42.2 

84.2 12.9 

67.4 27.6 

89.0 8.8 

92.1 6.3 

61.6 34.0 

30.4 56.5 13.1 

64.4 29.8 

51.0 42.8 

50.0 43.2 6.8 

1.2

1.1

1.1

5.0

2.2

6.4

1.6

4.4

5.9

6.1

4.5
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大問 設問の概要 出題の趣旨 

①
ア

長さを分数で表すときに，基にして
いる長さを書く

分数の意味と表し方について理解している

①
イ

１ｍを７等分した１つ分のテープの
長さを分数で書く

①
ウ

1ｍを７等分した６つ分のテープの
長さを分数で書く

②
色のついた部分のテープの長さを分
数で書く

（2） エ
１０分の１Lは小数で表すと何Lで
あるのかを書く

分数と小数の関係について理解している

長方形の面積を求めて書く
直角三角形を組み合わせてできた長方形につ
いて，面積を求めるために必要な数値を選
び，答えを求めることができる

長方形，ひし形，平行四辺形の３つ
の図形すべてにあてはまる性質とし
て，正しいものを選ぶ

長方形，ひし形，平行四辺形の性質を理解し
ている

①
正三角形を1列に６個並べたときの
周りの長さを書く

正三角形の個数と周りの長さの関係に着目
し，図や表を用いて周りの長さを求めること
ができる

②

１辺が１ｃｍの正三角形を１列に並
べたときの正三角形の個数と周りの
長さの関係について，□と○を用い
て表した式を書く

数量関係に着目し，□と○を用いて，その関
係を式に表すことができる

二つのコースの道のりの差を求め，
どちらがどれだけ長いかを書く

道のりの差を求めるために必要な数値を選
び，答えを求めることができる

午後１時５０分に学校を出て午後３
時１０分に戻ったとき，かかった時
間を書く

条件に合う時間を求めることができる

①
もとにする大きさを表す「１」は，
図の中のどこに入るかを選ぶ

数量の関係を図を用いて表現することができ
る

②
空き缶の重さはペットボトルの重さ
の何倍にあたるかを求める式につい
て，正しいものを選ぶ

ある量の何倍かを表すのに小数を用いてよい
ことを理解している。
また、倍の求め方について理解している。

２ｋｇは何ｇであるのかを書く 重さの単位について理解している

横の長さが２.４ｍの布を３等分す
るときの計算の仕方を基に，横の長
さが２.１６ｍのひもを６等分する
ときの計算の仕方を書く

数を構成する単位に着目して小数÷整数の計
算の仕方を記述できる

① 
７月にけがをした人数を，棒グラフ
から読み取って書く

棒グラフから，数量を読み取ることができる

②
月ごとのけがをした人数について，
棒グラフから分かることを選ぶ

棒グラフから，項目間の関係を読み取ること
ができる

棒グラフから，けがをした人数の差
が一番大きい場所を選び，その場所
と人数を書く

棒グラフで表された２つのデータを比較し，
示された特徴をもった項目と，その人数を記
述できる

①
二次元の表の「ウ」にあてはまる数
を書く

②
「８４」は二次元の表のどこに入る
かを選ぶ

※本設問においては、思考力、判断力、表現力等をみるために用いる知識及び技能を示している。

アンケートで得られた結果を，二次元の表に
分類整理することができる

（4）

（1）

（2）

（3）

4

（3）

2

＜小学校算数＞

正答率・誤答率・無答率(%)

分数が単位分数の幾つ分かで表すことができ
ることを理解している

小問

（1）

（2）

（5）

1

（１）

3

（1）

（2）

（3）

2.8

2 12 12 12 12 12 1

1.7

3.2

3.9

2.9

2.5

2.4

2.8

2.7

2.4

2.9

3.2

2.5

62.5 34.3 

61.5 34.6 

44.6 52.5 

74.2 23.0 

57.8 39.0 

59.5 38.0 

80.9 16.7 

44.5 48.1 7.4 

68.6 29.6 

63.9 33.7 

22.9 72.6 

64.2 33.1 

74.9 22.4 

40.7 48.6 10.6 

93.1 4.4 

82.7 14.5 

58.6 28.8 12.6 

78.6 19.7 

1.8

29.5 54.9 15.6 

55.5 30.9 13.6 

4.5
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大問 設問の概要 出題の趣旨

適切な慣用句を選ぶ
文脈上の意味に注意し、適切な慣用句
を選択する

話し合いの中における発言の意
図を考える

相手の反応を踏まえて、わかりやすく
伝える

発言が果たす役割を考える
話題や展開を的確に捉え、自分の考え
を伝える

文脈に応じた発言内容を考える
話題や展開を的確に捉え、自分の考え
を伝える

同じ意味の言葉に言い換える
文脈上の意味に注意し、別の適切な言
葉に言い換える

ア
話し合いの中から必要な情報を
集める

文脈上の意味に注意し、適切な言葉を
選択する

イ
話し合いの中から必要な情報を
集める

文脈上の意味に注意し、適切な言葉を
選択する

場面の展開について考える
登場人物の心情の変化に沿って展開を
把握する

漢字を書く（タネ） 文脈に即して漢字を正しく書く

漢字を書く（ヒトしい） 文脈に即して漢字を正しく書く

漢字を読む（留守） 文脈に即して漢字を正しく読む

主語と述語の関係を捉える 文の中での語句の係り方を考える

その場面における登場人物の心
情を捉える

心情の変化などを描写を基に捉える

内容を捉えて説明する 描写に注意して読み、内容を捉える

内容を捉えて本文から抜き出す 描写に注意して読み、内容を捉える

文章を読み、誰の心情が中心に
描かれているか考える

描写に注意して読み、内容を捉える

文章を読み、場面の良さについ
て考える

場面の良さについて、根拠を明確にし
て考える

適切な接続詞を選択する
文脈を捉え、接続語として適切なもの
を選ぶ

適切な叙述表現に書き直す 適切な叙述表現にする

段落の働きを捉えて選択する 文章の構成における段落の役割を捉える

根拠を示して書く
伝えたい事柄を踏まえて、適切な具体例を
書き加える

(1)

Ⅲ

1

＜中学校国語＞

小問 正答率・誤答率・無答率(%)

(2)

一

二

三

(2)

2

六

二 Ⅱ

四

(1)

四

一

(2)

五

三

Ⅰ

3

一

二

三

四

七

(1)

0.1

0.4

1.6

1.7

1.2

83.2 16.7 

60.4 39.5 

49.6 50.0 

23.2 53.6 23.2 

82.2 17.4 

42.7 44.4 12.9 

55.3 32.7 12.0 

37.8 53.0 9.2 

88.9 4.7 6.4 

84.0 9.4 6.6 

91.3 7.1 

32.2 66.6 

64.3 30.5 

5.1

48.8 49.4 

21.9 60.5 17.7 

54.4 38.1 7.5 

32.9 64.2 

86.5 12.3 

40.0 53.1 6.9 

0.4

54.8 42.1 

64.2 24.0 11.8 

0.2

3..1

2.9

1.2
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大問 小問 設問の概要 出題の趣旨

(1) ２０－８÷(－４)を計算する 正の数と負の数の四則計算ができる

(2) ３０を素因数分解する 自然数を素数の積で表すことができる

(1) 一元一次方程式 ２x＝１/５x＋９ を解く
分数を含む一元一次方程式を解くことがで
きる

(2) 一元一次方程式の解き方の間違いを指摘する 一元一次方程式を解く方法を理解している

(1) 回転移動について正しく述べたものを選ぶ 回転移動の性質を理解している

①円柱の側面の横の長さを表す式を選ぶ
円柱の側面の横の長さを求めることができ
る

②円柱の表面積を求める 円柱の表面積を求めることができる

(1) 
正方形の１辺の長さと面積の関係を「･･･は･･･
の関数である」という形で表現する

関数の意味を理解している

(2) 反比例のグラフから式を求める
反比例のグラフから、xとyの関係を式に表
すことができる

(1) 
ヒストグラムから２２ｍ以上投げた生徒の人数
を求める

ヒストグラムからある階級の度数を求める
ことができる

(2) 
２６ｍ以上３０ｍ未満の階級の相対度数を求め
る

ヒストグラムからある階級の相対度数を求
めることができる

(1)
自然数を４つずつ並べたときの、７段目の１列
目の数を求める

問題場面における考察の対象を明確に捉え
ることができる

(2)
自然数を４つずつ並べたときの、ｎ段目の１列
目の数の求め方を説明する

与えられた説明を参考に、問題解決の方法
を数学的に説明することができる

(1)
線分ABの垂直二等分線の作図について正しい記
述を選ぶ

垂直二等分線の作図の方法を理解している

(2)
∠ABCの２辺AB、BCに接する円の中心を求め
る作図の方法を説明する

条件を基に、問題解決の方法を数学的に説
明することができる

(1) チラシ２５０枚の重さを求める方法を説明する
事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を
数学的に説明することができる

(2)
チラシの枚数とチラシの重さの関係を明らかに
する

問題解決に必要な事象における数量の間に
成り立つ関係を明らかにすることができる

(1)
図書の貸出冊数について調べたことから、正し
い記述を選ぶ

平均値、中央値、最頻値、範囲の意味を理
解している

(2)
「１年生が、２年生より貸出冊数が多い傾向に
ある」という考えが適切ではない理由を、度数
分布多角形の特徴を基に説明する

データの特徴を的確に捉え、判断の理由を
数学的な表現を用いて説明することができ
る

4

5

6

7

8

9

正答率・誤答率・無答率(%)

＜中学校数学＞

1

2

3

(2)

2.2

1.1

1.3

4.7

1.3

3.2

2.9

41.2 52.2 

38.9 52.5 8.6 

46.0 43.4 10.6 

87.1 11.3 

57.8 27.8 14.4 

87.3 9.7 

35.3 36.7 28.0 

83.3 15.4 

38.9 34.1 27.0 

53.4 41.9 

67.2 18.2 14.7 

43.9 52.9 

25.9 45.0 29.2 

63.5 34.2 

47.7 39.3 13.0 

49.4 42.7 7.8 

57.9 41.0 

59.6 39.2 

75.4 18.8 
5.8

6.6

1.6
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部 大問 小問 設問の概要 出題の趣旨

No. 1
何をしているところかを正しく説明して
いる英文を聞き取り選択する

No. 2
日にちと曜日を正しく説明している英文
を聞き取り選択する

No. 3
グラフについて正しく説明している英文
を聞き取り選択する

No. 1
親子の会話を聞き、質問に対する答えと
して買ってくる野菜を表す絵を選択する

No. 2
電話での会話を聞き、質問に対する答え
として健の母親のメモを表す絵を選択す
る

No. 3
親子の会話を聞き、質問に対する答えと
してタブレットがある部屋を表す絵を選
択する

イベントの内容に関する情報を聞き取
り、活動する順番に絵を並べ替える

まとまりのある英語（館内アナウン
ス）から、イベントの概要を聞き取
る

(1)
文脈から判断し、「コンピュータ」とい
う意味の名詞computerを選択する

(2)
文脈から判断し、「どのように」という
意味の疑問詞Howを選択する

(1)
チラシに書かれた情報からカフェに何頭
犬がいるかを読み取り、書き出しに続く
語句を選択する

(2)
チラシに書かれた情報からエコバッグを
入手する方法を読み取り、書き出しに続
く語句を選択する

(3)
与えられた複数の情報を整理して、カ
フェでできることを示す適切な英文を選
択する

環境問題についてまとめた発表原稿を読
んで、発表の始めに話の流れを示すスラ
イドとして適切なものを選択する

まとまりのある英語の説明文を読ん
で、概要を理解する

(1)
書き手の心情を読み取り、適切なものを
選択する

(2)
学校の校則の内容を読み取り、適切なも
のを選択する

(3)
全体を読み、書き手が伝えたいことに最
も近い内容を表す英文を選ぶ

(1)
「カナダ出身である」というbe動詞の肯
定文を正確に書く

(2)
「家で英語を話す」という３人称単数現
在形の肯定文を正確に書く

(3)
「毎日テニスをしない」という３人称単
数現在形の否定文を正確に書く

(1)
文脈から判断し、毎日サッカーを一生懸
命に練習する目的を尋ねる疑問文を単文
で書く

(2)
文脈から判断し、新しいかばんを買いた
いという肯定文を単文で書く

(3)
文脈から判断し、写真を見せてくれるか
と尋ねる疑問文を単文で書く

①

②

③

＜中学校英語＞

正答率・誤答率・無答率(%)

3

Ⅰ
部
（

聞
く
こ
と
）

与えられた情報に基づいて、適切な
表現を用いて英文を正確に書く

Ⅲ
部
（

書
く
こ
と
）

Ⅱ
部
（

読
む
こ
と
）

ある状況や場面、事物を描写説明し
た単文レベルの英文を正しく聞き分
ける

自然な口調で話される日常的な話題
についての対話を聞き、情報を正確
に聞き取る

9
与えられた会話のやり取りの内容か
ら推測し、自分の発言として適切な
英文を書く

１０
与えられた状況で、長崎のPRポスター
として、２つのうちどちらがよいかとい
う考えとその理由について英文で書く

まとまりのある英語の意見文を読ん
で、要点を理解する

与えられたテーマについて考えを整
理し、文と文のつながりなどに注意
してまとまりのある文章を書く

7

8

1

2

4
単文レベルの英文の中で文脈的なつ
ながりを理解し、正しい文法や適切
な語彙を用いた表現を判断する

英語で書かれたチラシから、必要な
情報を読み取る

5

6

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.3

0.7

0.8

1.0

0.8

0.2

6.6

6.0

0.7

52.6 47.2 

87.7 12.2 

58.0 41.8 

90.6 9.2 

83.7 16.0 

45.8 53.5 

61.7 37.6 

58.7 40.5 

24.9 74.1 

61.7 37.5 

63.8 31.7 

31.9 61.4 

39.0 55.0 

19.1 58.5 22.4 

74.1 25.6 

70.0 29.8 

89.8 10.1 

88.7 11.1 

81.1 18.7 

68.0 31.8 

22.1 48.1 

23.5 49.1 

22.1 48.1 29.8 

23.5 49.1 27.3 

28.6 49.3 22.1 

9.6 68.1 22.3 

28.0 49.6 22.5 

4.5
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６ 各市町の状況 

 

（県平均正答率以上の場合「＋」表示） 
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